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〔論文審査の要旨〕

本論文（本研究）は，仕様に基づくソフトウェア開発における形式仕様のコンポーネント

属性の構築と応用に関する研究である。

第 1 章は，Introduction であり、研究背景、研究動機、および本研究の新しい貢献が含ま

れている。具体的な貢献としては、次の四つである。（１）形式仕様から各コンポーネント

間の依存関係と関連属性をより分かりやすく表す知識グラフの構築原理と技術の提案と評

価。（２）形式仕様からコードへの自動変換提示により要求に係るエラーの防止方法の開発。

（３）形式仕様からそれを実装するコードへのトレースリンクの自動構築技術の提案と支

援ツールの開発。（４）形式仕様のコンポーネント属性によるコードのインスペクション技

術および支援ツールの開発。

 第 2 章は，Formal Specification Components, their Attributes and Relationships であり、SOFL 形式仕

様の様々なコンポーネントおよび属性について紹介している。

 第３章は、FSKG: Knowledge Graph Construction for SOFL Formal Specifications であり、知識グラフ

の概念を紹介した上で、知識グラフの構築手法に関するいろいろな課題の解決方法を述べ、事例研

究を用いて知識グラフの構築技術の有用性を説明している。

 第４章は、Fault Prevention in Specification-based Programming であり、SOFL 形式仕様からプログ

ラムコードへの自動変換提示により要求に係るエラーの防止技術について述べている。

 第５章は、Automated Formal-Specification-to-Code Trace Links Recovery であり、形式仕様からコ

ードへのトレースリンクという基本概念を紹介した上で、トレースリンクの作成原理、具体的な作

成技術、実施プロセス、その有用性の効果の評価、および開発された支援ツールについて述べてい

る。



 第６章は、FSCACI: Formal Specification Component Attributes-Based Code Inspection であり、

FSCACI というプログラムコードのインスペクション技術の基本原理、使用プロセス、支援ツール、

およびその技術の有効性評価など関することを述べている。

 第７章は、Related Work であり、知識グラフの構築、エラー防止、要求仕様からコードへのトレ

ースリンク技術、仕様に基づくコードのインスペクションについての関連研究を紹介した上で、本

研究で提案された技術を比較し、本研究の新しい貢献を明らかにしている。

第８章は、Conclusion and Future Work であり、本研究の研究成果と発見をまとめて述べっており、

本研究で提案された技術をさらに改善するために解決すべき課題について説明している。

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（情報科学）の学位を授与される十分な資格が

あるものと認められる。

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。


